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項 01 目 03予 算 事 業 名 会計コード 01 款 06

現 状 と 背 景
（ ど う し て ）

市内全域において野生鳥獣による農林業等への被害が発生しており、営農意欲の減退や耕作放棄地増加の一因となってい
る。現在は、捕獲と防除の取組により一定の効果は確認できているが、広域防護柵の設置できていない地域等では依然と
してシカを中心とした鳥獣被害が多発している。当市は、八ヶ岳に面し、広大な森林を有することからシカの生息に適し
た地域とされており、森林と集落が近接する地域も多いことから農作物の食害等が発生しやすい環境である。近年では予
め危険を察知する「スレジカ」と呼ばれる個体も確認されており、生息域の拡大も懸念される。

事業 04有害鳥獣駆除対策事業

目

的
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（ 誰 の た め に ）

鳥獣被害に遭う市内農林業者

対 象
（直接働きかける）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 05010401

事務事業名 有害鳥獣駆除対策事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

～ 01

担 当 部 署 産業経済部 鳥獣被害対策室 鳥獣被害対策係 連絡先 408

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政
策
番
号

04

基
本
計
画
体
系

項目 計画CD

実行計画 01 優良農地の保全と活用農業振興ビジョン

施策の柱の名称
実行計画
の施策の
柱におけ
る指標と
の関連度

高
基本計画①

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

①わなによる捕獲活動(４月～11月)  鳥獣被害対策実施隊による鳥獣の捕獲を実施※11月以降は地域を限定して実施
②銃器による捕獲活動(２月～３月)  諏訪猟友会茅野支部への業務委託により鳥獣の捕獲を実施
③有害獣防護柵設置事業(市単)　　  防護柵の整備に要する資材の提供
④国県事業による捕獲器材等の整備  鳥獣被害防止総合対策交付金及び野生鳥獣総合管理対策事業の活用

同上

意 図
（どんな状態にしたいか）

長野県が策定する第二種特定鳥獣管理計画（第4期ﾆﾎﾝｼﾞｶ管理）で定める捕獲目標の達成に向けニホンジカ等の積極的な
捕獲活動を実施する。また、広域防護柵の設置等の防除対策、緩衝帯の整備等を総合的に実施することで市内の農林業等
への被害軽減に努める。

手 段 ・ 方 法
（ ど う や っ て ）

茅野市鳥獣被害対策協議会において効果的な被害対策の検討・検証を行い、総合的な被害対策の実施に努める。
・鳥獣の生息密度を低減させるため、わな及び銃器による積極的な捕獲対策を実施する。
・人と鳥獣の適切な棲み分けを図るため、緩衝帯の整備等の生息環境管理対策を実施する。
・地元や捕獲者の負担軽減を図るため、国や県の補助事業を積極的に活用する。
・効率的かつ効果的な捕獲対策を実施するため新技術などの検証を行う。
・鳥獣被害の関心を高め、地域の課題として共有するため、適切な被害状況の把握に努める。

評
価
指
標
の
作
成

活
動
指
標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

捕獲対策による生息密度の低減

鳥獣被害の状況把握
被害情報収集

（５年間累計）
回

被害報告カード年間配布回数（転作推進委員
宛、区長宛）2回×５年

10

変更
履歴

捕獲頭数
（５年間累計）

頭
年間捕獲目標頭数（ニホンジカ）
1,500頭×５年

7,500

広域防護柵沿い等の緩衝帯整備
緩衝帯整備面積
（５年間累計）

ha
年間整備目標面積 2ha
2ha×５年

10

最終目標値

農作物被害の減少
農作物被害金額

（現状被害はH29年度）
円 17,128,000

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

H29被害額21,410千円に対して、2022年度に2
割減の17,128千円を目指す

成
果
指
標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

農作物被害の減少
農作物被害面積

（現状被害はH29年度）
ha 8.4

変更
履歴

【1,2】（指標）　～H30年度　A:現状被害 B:目標値 C:当年度被害（A-C）/（A-B）×100　⇒R1年度～　A：現状被害（H29年
度）、B：目標値（H29年度の２割減、C：当年度被害（A-C）/（A-B）×100　※５年間で２割減に向けての達成率に変更

H29被害面積10.5haに対して、2022年度に2割
減の8.4haを目指す

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 15,682,186 12,776,014 17,063,000

県 支 出 金 円 9,874,300 7,252,700 11,668,000

国 庫 支 出 金 円

そ の 他 特 定 財 源 円

地 方 債 円

実績 1,200 1,003 

活
動
指
標

捕獲頭数
（５年間累計）

目標
頭

1,500 1,500 1,500 

一 般 財 源 円 5,807,886 5,523,314 5,395,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 80.00 66.87 －　 －　

4 0

目標
ha

5 2 2

実績

実績 2 1

－　 －　

被害情報収集
（５年間累計）

目標
回

2 2 2

緩衝帯整備面積
（５年間累計）

達成率 ％ 84.20 15.50 －　

実績 20,304,000 20,280,000

－　

成
果
指
標

農作物被害金額
（現状被害はH29年度）

目標
円

17,128,000 17,128,000 17,128,000 17,128,000 17,128,000

達成率 ％ 100.00 50.00 －　 －　

農作物被害面積
（現状被害はH29年度）

目標
ha

8.4 8.4 8.4 8.4 8.4

実績

達成率 ％ 25.83 26.39

9.8 9.7
達成率 ％ 33.33 38.57

備

考

施策の
柱CD

#N/A

#N/A

0103

計画名称

産業振興ビジョン

産業振興ビジョン



事務事業名 有害鳥獣駆除対策事業 事業期間 年度 係内番号～ 01

担 当 部 署 産業経済部 鳥獣被害対策室 鳥獣被害対策係 連絡先 408

2022年度

成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

実施隊や猟友会による捕獲対
策、柵等の設置による防除対
策並びに緩衝帯等の設置によ
る生息環境対策を総合的に行
い緩やかであるが被害は減少
しつつあると考えている。シカ
やイノシシのみでなく、近年ハ
クビシンやタヌキ等の中型獣及
び鳥類による被害が増加傾向
にあることから極端な成果が見
込めていない。

実施隊や猟友会による捕獲
対策、柵等の設置による防
除対策並びに緩衝帯等の
設置による生息環境対策を
継続して行っていることで、
微減ではあるが、被害を減
少させていると考えている。
ハクビシンやタヌキといった
中型獣の対策、カラス等の
鳥類への対策が試行中で
あることにより、これらの獣
種による被害が増加してい
ると考えられる。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総
合
評
価

成
　
果

捕獲、防除、生息環境対策
の総合的な実施により、農
作物被害は減少傾向にあ
る。

捕獲、防除、生息環境対策
の総合的な実施により、農
作物被害はわずかではある
が、減少傾向にある。

課
　
題

シカ、イノシシのみならず、
近年ハクビシンやカラス等
による被害が増加傾向にあ
ることから、こうした鳥獣へ
の対策強化が課題

近年ハクビシンやカラス等
による被害が増加傾向にあ
ることから、こうした鳥獣へ
の対策強化が課題。
試行中のカラスの檻罠の捕
獲効果の検証や中型獣の
捕獲対策を進める必要があ
る。

現状維持

拡充 拡充翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 令和元年５月１７日 2020年6月26日

作成担当者 平澤　浩二 平澤　浩二

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

実施隊や猟友会による捕獲対
策により最も被害を多く発生さ
せるシカの数は、増えすぎない
状況は保てている。この状況を
維持しつつ、新たな獣種による
被害拡大を防止することが重
要。カラスの捕獲については、
現在試験的に檻を設置し効果
の有無を観察していることか
ら、動向を見守っていく。またタ
ヌキやハクビシン等中型獣は、
実施隊活動内での捕獲ととも
に箱わなの貸し出し等で被害
の軽減に繋げたい。
単年度で極端な被害の軽減は
見込めないと考えるが、成果に
ある被害面積と金額が今後５
年で２割程度の減少を目標とし
ていきたい。

最も大きな被害をもたらす
シカについては、引き続き、
実施隊や猟友会による捕獲
対策を行い、個体数の減少
を図っていく。罠の見回りの
負担を軽減するため、ICT
機器の導入を検討したい。
近年被害が多くなっている
カラスの捕獲については、
捕獲頭数が目標頭数と乖離
している。撒き餌を食べに
来る他の動物の追い払いや
撒き餌の種類を変えてみる
など捕獲方法の検討を進め
ている。タヌキやハクビシン
等の中型獣は、実施隊活動
内での捕獲とともに箱わな
の貸し出し等で被害の軽減
に繋げたい。

現状維持

最終評価責任者 宮坂　智一 保科　慎一


